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　今年度の上半期（４月１日から９月３０日）の財政状況を公表します。
　一般会計の当初予算額は４５億７,８００万円でしたが、その後の補正予算により、９月３０日現在は４９億５,２１３万円
となっております。
　なお、下表の歳入・歳出の予算額は、前年度の繰越事業分（７,０３１万円）を含んでおり、総額で５０億２,２４４万円
となっております。

平成２５年度の上半期の予算執行状況をお知らせします

一　般　会　計

特　別　会　計

（歳　入） （歳　出）

町 税
地 方 譲 与 税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金・負担金
使用料・手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
そ の 他
合 　 　 　 計

区 分

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

浄化槽整備事業

区 分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

合 　 　 　 計

予算額区　　　　　分

予算額 収入済額額 支出済額 支出執行率

１１億６,９３２万円

１億３,４５５万円

１３億０,７８８万円

１億８,８７８万円

７,５３１万円

４億８,５３３万円

５,９５７万円

５億９,８３２万円

３,４５７万円

９７５万円

４億７,４０５万円

４,１１８万円

５億１,８４５万円

３,３１１万円

９３０万円

４０.５%

３０.６%

３９.６%

１７.５%

１２.３%

９億０,７１１万円
６,３８０万円
２００万円
１３０万円
４０万円

８,１００万円
１,５９０万円
１,８００万円
１１３万円

２３億２,２３５万円
１４０万円
５,１４１万円
５,９３４万円

５億３,１１７万円
３億６,７１１万円
４,８００万円
９,６２４万円

４億４,８３０万円
６４８万円

５０億２,２４４万円

５億０,６８３万円
１,６３１万円
９７万円
５３万円
０万円

４,５９６万円
６５１万円
５２４万円
１１３万円

１６億１,６９９万円
７９万円

１,２１５万円
３,０７４万円
８,６７８万円
４,０２６万円
４,８００万円
３,９０２万円
０万円
８０万円

２４億５,９０１万円

５５.９%
２５.６%
４８.５%
４０.８%
０.０%
５６.７%
４０.９%
２９.１%
１００.０%
６９.６%
５６.４%
２３.６%
５１.８%
１６.３%
１１.０%
１００.０%
４０.５%
０.０%
１２.３%
４９.０%

収入済額 収入率 予算額

７,７６０万円

６億８,８７２万円

１０億９,０８０万円

１０億５,０２０万円

２１１万円

２億４,６９３万円

２億０,８８２万円

３億０,５９３万円

２億３,０１０万円

４億５,５３２万円

６億５,２６０万円

１,３３１万円

５０億２,２４４万円

４,１４２万円

２億４,８２６万円

５億１,４３８万円

５億０,６３３万円

１９１万円

５,０３９万円

７,１９０万円

４,０２７万円

１億１,２５３万円

１億６,６１５万円

３億１,６８３万円

０万円

２０億７,０３７万円

５３.４%

３６.０%

４７.２%

４８.２%

９０.５%

２０.４%

３４.４%

１３.２%

４８.９%

３６.５%

４８.５%

０.０%

４１.２%

支出済額 執行率

◆表彰対象者　富岡交通安全協会の会員
◆受 付 期 間　平成２５年１２月２日（月）～平成２６年１月１７日（金）までの間とし、その後の申請は受理できません
◆申 請 方 法　●無事故・無違反証明の申請手続きは交通安全協会が代行しますので、免許証、印鑑、６３０円を持参

して協会へお出掛けください
　　　　　　　　また、従来どおり個人で証明書を受け取った方は、受付期間内にお持ちください
◆表彰の種類　①銅　　　章（５年以上無事故・無違反）　②銀　　　章（１０年以上無事故・無違反）
　　　　　　　③金　　　章（１５年以上無事故・無違反）　④金 冠 銀 章（２０年以上無事故・無違反）
　　　　　　　⑤金 冠 金 章（３０年以上無事故・無違反）　⑥旭日金冠章（４０年以上無事故・無違反）
◆表　彰　式　平成２６年春の全国交通安全運動期間中（４月）の予定です。
◆そ　の　他　申請用紙は、富岡交通安全協会に用意してあります。詳細は、富岡交通安全協会へお問い合せくださ
　　　　　　　い。（q６３-２４２４）

平成26年春の優秀・優良自動車運転者表彰申請について



3 下仁田町役場　q０２７４－８２－２１１１

「
固
定
資
産
税
」
に
つ
い
て

  
お
知
ら
せ

《
家
屋
を
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
》

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
課
税
対

象
の
状
況
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
、
公
平
且
つ
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
次
に

該
当
す
る
と
き
は
、
総
務
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
を
新
増
築
又
は
取
り
壊
し
た
と
き
（
平
成
２５
年
１
月
〜
１２
月
の
間
）

◎
登
記
し
て
な
い
家
屋
の
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

◎
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
家
屋
を
住
宅
用
に
変
更
し
た
場
合
、
又
は

居
住
用
と
し
て
使
用
し
て
い
た
家
屋
を
店
舗
や
事
務
所
に
変
更
し
た
と
き
（
住
宅

用
地
は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
税
額
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
）

申
請
期
限
　
平
成
２６
年
１
月
３１
日
（
金
）

《
事
業
用
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
人
は
償
却
資
産
の
申
告
を
》

　
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
地
方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に

よ
り
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
（
資
産
の
名
称
、
取
得
価
格
、
取
得
年
月
、
耐
用

年
数
な
ど
）
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
地
方
税
の
電
子

申
告
も
で
き
ま
す
。

＊
申
告
の
方
法

◎
前
回
に
申
告
し
た
人
↓
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
に
平
成
２５
年
１
月
２
日
か
ら

平
成
２６
年
１
月
１
日
ま
で
の
増
加
・
減
少
資
産
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
増
減

の
な
い
人
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

◎
新
た
に
申
告
す
る
人
↓
総
務
課
税
務
係
に
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
賦
課
期
日
は
１
月
１
日
で
す
。
法
人
の
事
業
年
度

の
末
日
が
賦
課
期
日
と
異
な
る
場
合
で
、
事
業
年
度
末
以
降
賦
課
期
日
ま
で
に
資
産

の
増
加
・
減
少
の
異
動
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
資
産
に
つ
い
て
も
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　
提
出
期
限
　
平
成
２６
年
１
月
３１
日
（
金
）

償
却
資
産
の
主
な
種
類

◎
構
築
物
↓
門
、
塀
、
橋
、
駐
車
場
な
ど
の
舗
装
、
広
告
設
備
、
庭
園
な
ど

◎
機
械
及
び
装
置
↓
旋
盤
、
プ
レ
ス
、
ク
レ
ー
ン
、
発
電
・
変
電
施
設
な
ど

◎
車
両
及
び
運
搬
具
↓
大
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー

な
ど
の
建
設
土
木
用
車
両
、
農
耕
用
車
両
な
ど
）
、
動
力
運
搬
車
な
ど
（
小
型
特

殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の

該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

◎
工
具
・
器
具
・
備
品
↓
検
査
工
具
、
治
具
、
電
気
・
ガ
ス
器
具
、
理
・
美
容
器

具
、
医
療
器
具
、
冷
暖
房
用
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
事
務
機
器
、
自

動
販
売
機
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
公
告
看
板
な
ど

《
課
税
免
除
（
過
疎
法
）
の
確
認
と
申
請
を
》

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
町
内
に
製
造
の
事
業
所
及
び
旅
館
業

又
は
情
報
通
信
技
術
利
用
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備
（
機
械
・
装
置
並
び
に
建
物
及

び
そ
の
附
属
設
備
）
を
新
設
又
は
増
設
し
た
場
合
、
左
記
条
件
が
整
え
ば
、
そ
の
固

定
資
産
税
が
３
年
間
免
除
に
な
り
ま
す
。
こ
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

該
当
者
↓
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
法
人
又
は
個
人

適
用
要
件
↓
新
増
設
し
た
設
備
の
取
得
価
格
の
合
計
が
、
２,
７
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
（
た
だ
し
、
敷
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
後
１
年
以
内
に
建
設
着
手
し
た
も
の

に
限
る
。
）

課
税
免
除
期
間
↓
課
税
初
年
度
か
ら
３
年
間

申
請
期
限
　
平
成
２６
年
１
月
３１
日
（
金
）
（
申
請
用
紙
は
総
務
課
税
務
係
に
あ
り
ま

す
。
）

問い合わせ先　総務課　税務係　�８２ー２１１１　内線（３３７・３３８）

,
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専
業
主
婦
（
主
夫
）の
皆
さ
ま

年
金
の
お
手
続
き
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

�
原
則
と
し
て
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
が
「
年
金
」
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、会
社
員
や
公
務
員（
第
２
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者（
第
３
号
被
保
険
者
）は
、保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、会
社
員
の
夫
※
が「
退
職
し
た
・
６５
歳
を
超
え
た
・
亡
く
な
っ
た
・
離
婚

し
た
・
妻
自
身
の
年
収
が
増
え
て
夫
の
健
康
保
険
証
の
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
」

等
の
際
は
届
出（
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え
）を

し
て
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
出
が
２
年
以
上
遅
れ
た
場
合
、そ
れ
以
前
の
期
間
は
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、保
険
料
の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し
、将
来
、受
給

す
る
年
金
額
が
減
っ
た
り
、年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　（
※
妻
が
会
社
員
、夫
が
専
業
主
夫
の
場
合
も
同
じ
で
す
。
）

専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
２５
年
６
月
に
年
金
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、手
続
き
を
忘
れ
て
い
た
方
で
も

手
続
き（
特
定
期
間
該
当
届
の
提
出
）を
す
れ
ば
、「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、万
一
の
時
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権

確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、こ
の「
受
給
資
格
期
間
」は
、年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
加
入

月
数（
原
則
３
０
０
月
２５
年
）に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間（
最
大
１０

年
分
）の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
こ
れ
を

「
特
例
追
納
」
と
い
い
ま
す
）。
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、納
付
し
た
額
に
応
じ
て
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
増
え
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
、ま
た
は『
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』へ

　
〈
高
崎
年
金
事
務
所
〉
　
q
０
２
７
・
３
２
２
・
１
１
３
１

　
〈
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉
　
q
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

　１０月２５日中之条町バイテック文化ホールで開催
された「第５８回群馬県更生保護大会」で、長年の更
生保護制度のもと、犯罪や非行をした人の立ち直り、
犯罪予防活動等を行なっており、その功績が称えられ、
表彰状及び感謝状が贈られました。

《受賞おめでとうございます》
○保護司　
　・群馬県知事感謝状　三井田　久子さん
　・群馬県保護司連盟会長表彰　今井　隆さん
○更生保護女性会
　・関東地方更生保護女性連盟会長表彰
　　金井　さよ子さん
　・前橋保護観察所長感謝状　浅川　和子さん
　・群馬県更生保護女性連盟会長表彰
　　土屋　好子さん　中井　恵子さん
　　神戸　敏子さん

第５８回群馬県更生

保護大会

第５８回群馬県更生

保護大会

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、１２月４日から１０日までの一週間を「第６５回人権週間」と定め、
全国的に各種行事を企画しています。
前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会では、県内の各市町村において、特設人権相談所を開設します。
子どもに関すること、家庭内や近所のもめごと等、人権問題や困りごと等で悩んでいる方はどのようなこと
でも構いませんので、お近くの特設人権相談所へお越しください。料金は無料で、秘密は固く守ります。
　特設人権相談所へお越しになれない方は、通常どおり前橋地方法務局及び各支局で電話相談等を受け
付けておりますので、ご利用ください。
電話相談　０５７０－００３－１１０（みんなの人権１１０番）
インターネット　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken１１３.html
問合せ先　前橋地方法務局　人権擁護課　　q０２７－２２１－４４６６（代表）

「第６５回人権週間」について「第６５回人権週間」について「第６５回人権週間」について

《下仁田町から７名が受賞》


